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●MUSE INTERVIEW│p2-3

ハイパーミステリーコメディ
「ナンシー」がミューズにやって来る！
西村雅彦さんに聞く

●CLOSE UP MUSE│p4-5

Ｎ響 VS 東響
両公演のオーケストラと
指揮者の魅力に迫ってみよう！
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クルージング・インフォ・マート

ミューズへ、そして読者の皆さんへ。

Cruising info mart
金徳洙チャンゴ･ソロ･コンサート
with 山下洋輔［ピアノ］1

2009年11月1日（日）マーキーホール
開場14時30分　開演15時
出演／チャンゴ：金徳洙

ピアノ：山下洋輔
曲目／チャンゴ散調、チャンゴ・ジャンプ、スパイダー ほか
●お二人の息ピッタリの熱気あるセッションで楽しませ
ていただきました。（所沢市・女性）

●チャンゴ・ピアノ共に素敵な音色で心打たれました。
充実した時間でした。（越谷市・女性）

●演奏のみならず、お二人のトークがとても楽しかった
です。（入間市・女性）

第64回所沢寄席
「よったり寄ったり落語会」2

2009年11月3日（火・祝）マーキーホール
開場18時　開演18時30分
出演／桂平治、林家たい平、柳家喬太郎、桂吉弥 ほか
●生まれて初めての寄席でしたが、笑いっぱなしで口を閉じる
暇がありませんでした。（狭山市・女性）

●バラエティに富んだ落語を聞けて良かったです。（川越市・主婦）
●開口一番から盛り上がった落語会で、とても楽しく愉快な寄
席だった。（狭山市・男性）

所沢市生涯学習推進事業
劇団かかし座「星の王子さま」4

2009年11月22日（日）松井公民館ホール
開場13時20分　開演14時
●原作でも感動し大好きな作品だが、改めて作品の良
さ、影絵の良さを知ることができた。（所沢市・女性）

●とても美しかった。子供も楽しんでいました。（所沢
市・主婦）

ミューズ名曲シリーズ 気軽にクラシック2009
ピアノ音楽の黄金時代
～メンデルスゾーン・シューマン・ショパン・リスト～3

2009年11月7日（土）アークホール
開場14時30分　開演15時
出演／ピアノ：田部京子
曲目／ショパン：別れの曲、シューマン：トロイメライ

リスト：愛の夢第3番
メンデルスゾーン：紡ぎ歌 ほか

●とても優しい音色で、心温まる演奏でした。（所沢
市・男性）

●音に豊かな表情があり、大変印象深かった。（清瀬
市・会社員）

●感動しました。とても良かったです。涙が出ました。
（入間郡・高校生）

BACH×4
～J.S.バッハと出逢う至福の午後～
18のライプツィヒ・コラール
松居直美／オルガン

5
2009年11月29日（日）アークホール
開場14時30分　開演15時
出演／合唱：Mischmasch Chor

合唱指揮：辻秀幸
曲目／18のライプツィヒ・コラール

BWV651～668［全曲］
●豊かにして荘厳なオルガンの響き、妙な
るハーモニーの合唱団の音色に心洗わ
れました。（所沢市・女性）

●丁寧な説明がありパイプオルガンの演奏
の深い意味が理解できて感動しました。
（練馬区・主婦）
●あまり馴染みのない宗教音楽を、とても
身近に感じることがきました。素晴しい
音楽に癒されました。（西東京市・男性）

Art Culture
Change of
P o w e r
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長い間自民党政権が独自の予算書に

よって国家予算を作成していたが、民主

党政権になって事業仕分けと称して全て

を見直すことに着手した。特に何とかい

うタレント出身の国会議員の質問は鋭く

カッコ良かった。歯に衣を着せぬやり方

で担当のお役人を何人も立ち往生させ

た。事業仕分けは必要と力説する御仁

も、いざ御自分に火の粉がかかると青く

なった。このままいくと、文化予算も大

変なことになるのではという噂が流れた

が、昨年12月25日夕刻、結論が出た。

勝ちか負けかというならばどちらかとい

えば「ノックアウト」は免れたようだが「判

定負け」といったところか。なぜなら文化

庁全体の予算が前年度と較べて5パー

セントアップとなり、オウ！やった！と喜ん

だのもつかの間、その後分かったのは、

我々にとって最も肝心な「重点支援」が

今回は4億2千万円の減額が決定してい

ることが判明した。しかも同日付けで文

部科学省から出された「事業仕分け・国

民から寄せられた意見と平成22年度予

算（案）における対応状況」において「重

点的支援」については3年後に2分の１ま

でに「縮減する」とともに〔地域の芸術拠

点形成事業を2年で廃止する〕と明記さ

れてしまった。「重点的支援」というのは

規模の大きいコンサート、例えば定期演

奏会等が対象になり、在京オーケストラ

にとっては根幹ともいえる事業であり、そ

の分影響力大である。同じく「地域の芸

術拠点形成事業」というのは主に音楽教

室等を年間の仕事の中核においている

地方オーケストラが対象となりこのまま

いくと、日本のオーケストラの大部分は、

いずれかの影響を受けること必至であ

り、このままいくと後2年から3年でひど

い状況になること間違いなかろう。しか

しマイナス要素ばかりではなくて、例えば

〔子供のための優れた舞台体験事業〕な

んかは辛うじて増額されている。

今回ピアニスト中村紘子さんや指揮者

小澤征爾氏に運動の先頭にたっていた

だいた成果も大きかったが、忘れてはい

けないのは文化庁に対して国民からの

応援メール、Faxが15万通届いた内、芸

術関係が11万6千通あったという。芸術

予算は減らすべきではないという国民の

「声」が国会を動かしたことは間違いな

く、寄せてくださった方々に、この場を借

りて心からお礼を申し上げたい。

とはいうものの、物事には何事にも裏

があるというが、当初文化庁予算は32億

円昨年度より減額される予定だったとい

う。それを知ったある大物議員が「文化

庁予算は減らすべきではない」と恫喝し

たところ、発表寸前だったがそれから3

日間で予算を練り直し作り変えてしまっ

た。この話の信憑性はともかく、この大

物議員というのは（民主党のコワイ先生

ではない）以前ご自分の選挙区におい

て、地元オーケストラが財政危機を迎え

ていることを知り、その原因が県の補助

金が年々減りつづいたことが直接の要

因と確信するや、県の幹部を一喝し、一

番多かった時期の予算に戻してしまっ

た。このセンセイは一般的にはあまり評

判が必ずしもよろしいお方ではないのだ

が、私はいっぺんにファンになってしまっ

た。どうも人間を見た目で判断してはい

けないというが、見かけによらず、どうや

らほんとうに音楽が好きらしい。自民党

政権時代に超党派で「文化芸術振興基

本法」という文化を初めて法律で守ろう

という議案が超党派により国会で認め

られた。しかしせっかく超党派で決めた

はずなのに与党となった民主党には、今

やあまり関心がないと聞く。よって先ず

削減ありきの号令の元に文化への予算

が何の良心の呵責もなく削減の予定だ

ったらしい。今回大物議員に救われたか

らよかったものの、もしやむなしという

議論だけで文化予算の大幅削減がなさ

れるとしたら芸術の質の低下のみに止ま

らず、豊かな人や社会づくり、やがては国

づくりの低下を招き、ひいては国際社会

において地位低下に繋がることは、否定

できない。芸術と科学、スポーツという

ものは1年、2年で結果が出るものでは

ない。今バンクーバーで冬季オリンピッ

クが開催され今日無事閉会式を迎えた。

選手はそれぞれ頑張ったと思うが、全体

を見渡して必ずしも国民の期待に応えて

いるとはいえない。それに較べてお隣韓

国、中国、特に韓国の躍進ぶりは目を見

張るものがある。この差は何なのか。芸

術文化と同じようにこれらを利用して国

威掲揚という目的もあるのだろうが、い

ずれにしろ国のこれらに対する姿勢の

違いといいきれる。前回も触れたが2国

に限らず、それぞれの国には文化省もあ

ればスポーツ省もある。担当大臣もい

る。でも日本にはいない。それどころか、

我々が40年かけて築き上げてきた重点

支援も3年後に半分にしようとしている。

我々がやってきたことは、何だったのか。

年々経済もジリ貧となりアジア諸国から

も舐められ出したら日本は何を持って世

界にアピールするのか、鳩山政権に期待

し見守りたい。

政権交代と芸術文化の将来 2
金山茂人

Shigeto Kanayama

ミューズアドバイザー／財団法人東京交響楽団　最高顧問
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第65回所沢寄席　
三遊亭楽太郎・林家染丸　東西二人会12

2010年1月10日（日）マーキーホール
開場13時30分　開演14時
出演／三遊亭楽太郎、林家染丸 ほか
●円楽襲名前の楽太郎さんの落語が楽しめて最高でした。
（所沢市・主婦）
●出演者全員とてもおもしろかったです。（所沢市・主婦）
●上方落語に接する機会がなかなかないのでとても楽しかった。
（所沢市・女性）

アコースティックナイト
in MUSE14

2010年1月29日（金）マーキーホール
開場18時30分　開演19時
出演／伊勢正三、太田裕美、大野真澄
●変わらない歌声と演奏で、若い頃を思い出し胸が熱くなり
ました。（所沢市・主婦）

●とても温かい、楽しいコンサートでした。（所沢市・女性）
●懐かしい曲が多くて良かったです。（所沢市・主婦）

MUSE
ニューイヤーコンサート11

2010年1月10日（日）アークホール
開場14時　開演15時　14時15分よりロビーコンサート
出演／指揮：秋山和慶　

ピアノ：中村紘子　東京交響楽団
曲目／Ｊ.シュトラウス２世：ワルツ「美しき青きドナウ」

チャイコフスキー：ピアノ協奏曲第1番
ドヴォルジャーク：交響曲第9番「新世界より」

●円熟した華麗な演奏に心打たれました。この一年を
生きるエネルギーをいただきました。（飯能市・女性）

●中村さんのピアノは最高でした。秋山さんとオーケ
ストラも素晴しかったです。（所沢市・女性）

●巨匠お二人の演奏はとてもスケールが大きく本当に
感動しました。（東村山市・会社員）

平成21年度
優秀映画鑑賞推進事業
MUSE名画シアター

13
2010年1月23日（土）・24日（日）マーキーホール
2010年1月23日（土）
①13時～「櫻の園」
②15時～「大誘拐」
2010年1月24日（日）
①13時～「毎日が夏休み」
②15時～「お引越し」
《23日》
●公開時に見た作品をこういう機会に再び見
ることができ大変楽しかったです。（60代・
女性）

●こういう形でないと出会えない映画もあって、
いい企画だと思いました。（50代・男性）

《24日》
●街の映画館であまり取り上げない作品が見
られて良かった。（60代・男性）

●２日間とも、ほんわかした笑いがあってすご
く楽しい映画でした。（50代・女性）

88

ソウェト・ゴスペル・クワイア
クリスマス・ゴスペル200910

2009年12月14日（月）アークホール
開場18時15分　開演19時
曲目／アメイジング・グレイス、聖しこの夜 ほか
●会場と一体となった楽しいステージでした。感動しました！
（所沢市・女性）
●迫力満点で圧倒されました。（東大和市・男性）
●歌に踊り、衣裳、ハーモニーの素晴しさに、あっという間の
ひとときでした。（所沢市・主婦）

所沢市生涯学習推進事業
番外・所沢寄席「中央亭」6

2009年11月29日（日）中央公民館ホール　
開場13時20分　開演14時
出演／古今亭寿輔、三遊亭小円歌

雷門花助
●久しぶりに大笑いしました。また聞きた
いです。（所沢市・主婦）

●大変な熱演、私たちも見習いたいもので
す。本当に楽しませていただきました。
（所沢市・主婦）

ワレリー・ゲルギエフ指揮
マリインスキー
歌劇場管弦楽団

7
2009年12月6日（日）アークホール
開場14時30分　開演15時
曲目／チャイコフスキー：序曲「1812年」

ムソルグスキー／
ラヴェル：組曲「展覧会の絵」
チャイコフスキー：交響曲第4番

●演奏者の完璧な音が指揮者のタクトで１つにま
とまり、奥行きある音が生まれ、素晴しかった。
（所沢市・主婦）
●アンコール曲まで一貫して高水準の演奏で感
動しました。（国分寺市・会社員）

●至福の時をいただきました。素晴しかったです。
（練馬区・女性）

所沢市生涯学習推進事業
江崎浩司の華麗なるリコーダーワールド9

2009年12月12日（土）富岡公民館ホール
開場13時20分　開演14時
出演／リコーダー：江崎浩司

ピアノ：長久真実子
曲目／オンブラ・マイ・フ、いとしい人よ ほか
●音色が綺麗で感動しました！！（所沢市・自営業）
●リコーダー演奏の素晴しさを感じた。お話も楽しかったです。（入間市・男性）

“お昼どき”
パイプオルガン500円コンサート
～オルガンとトランペットで贈る聖なる響き～

8
2009年12月11日（金）アークホール
①開場11時　開演11時30分
②開場14時　開演14時30分
出演／オルガン：小島弥寧子、トランペット：佐藤友紀
①曲目／クリスマス名曲 ほか
②曲目／M.デュプレ：「神の御子は今宵しも」による

変奏曲 ほか
●トランペットの演奏がパイプオルガンとこれほど共鳴し
合うとは思いませんでした。感激の音色でした。（清瀬
市・主婦）

●普段間近に見ることのできない演奏中のオルガンの鍵
盤をモニターで見られたのが良かった。（東村山市・学生）

●子供を連れてコンサートに来ることができたのでとても
嬉しかったです。（川越市・主婦）
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Toccata & Fugue 
J.S.Bach

おそらく、日本のみならず、世界中で最

も有名なオルガン曲。特にトッカータの冒

頭部分の「ミレミー、レドシラソ、ラー」（ある

いは、固定ド読みなら、ラソラー、ソファミ

レド、レー）というフレーズの有名さかげん

は、パロディや替え唄が多数存在し、効果

音的役割を担って、思わぬところで耳にす

る機会があることでも解る。ベートーヴェ

ンの「運命」の冒頭部「ダダダダーン！」と双

璧と言えるだろう。どちらもドラマティック

な場面に登場するが、ベートーヴェンがシ

リアスな表現に用いられるのに比べ、ト

ッカータの冒頭が鳴り響くのは、同じショ

ックでも、がっかり、拍子ぬけ、失敗、とい

ったニュアンスが付きまとうように思うの

は、私だけだろうか。忘れられないのは、

NHKの何かの番組で、品の良い中年の女

性アナウンサーが、気が付いたらお財布

の中が空だったというエピソードを語りつ

つ、トッカータ冒頭の「ミレミー」を「チラリ

ー」と歌った時である。中高生の音楽鑑賞

教室で演奏した時には、出演前にお世話

下さったマネジメントの方から、この頃（と

いっても、すでに大分前の話だが）は「鼻

から牛乳」という替え歌が流行っているか

ら、学生が歌っても動揺しないでください、

と言われたこともある。オルガン曲がかく

も親しまれていることは喜ぶべきことなの

だろう。

さて、実際の曲だが、自筆譜はなく、残さ

れているケルナーあるいはケルナーの弟

子、リンクの筆写譜から、あるいは偽作と

もいわれている。17世紀から18世紀初頭

にかけて全盛を誇った「北ドイツ楽派」の

影響を見てとれるスタイルで書かれてお

り、そのため、バッハ自身の若い時代の作

とも言われる。北ドイツ風とは、一言でい

うなら「幻想様式」と言われるスタイルが

代表的である。17世紀の北ドイツでは、裕

福な商人たちのバックアップを得て、バロ

ックオルガンを代表するアルプ・シュニッ

トガーの楽器が数多く建造され、その楽

器を舞台に、即興的な要素、精緻な対位

法、修辞的表現、演劇的効果などを合わ

せ持つ高度な作曲技法が発達した。この

栄華の時代の最後に輝く大きな星がブク

ステフーデであり、若かったバッハは、仕

事をさぼってでもその実際を自分の耳に

聴きたかったのであろう、徒歩でリューベ

ックまで旅している。コラール、つまり、い

わゆる讃美歌を素材とした作品が当然な

がら多く作られたが、そうでない自由作品

も多い。それらは、トッカータとかプレアン

ブルム、プレリューディウムなどと呼ばれ、

その典型的な特徴は、音楽における「演

説」を目指したことである。ギリシャにさか

のぼる弁論術の伝統はルネサンス時代に

見直され、バロック時代には器楽音楽に

も大いに取り入れられた。北ドイツ楽派の

自由作品は、弁論における構成を取り入

れ、結果、曲が強いメッセージ性、雄弁さを

持つ。冒頭の「序論」は自由奔放なトッカー

タ、続く「叙述」は緻密で論理的なフーガ、

「呈示」が新しい曲想による再びの自由部

分、「論破」を経て「確認」は再度、緻密な

対位法で示され、「終結」を持って曲を閉

じるといった具合である。

バッハという人は、この北ドイツの様式

のみならず、フランス、イタリアの手法その

他、当時のあらゆる様式を吸収してしまっ

た人だから「バロックの集大成」「近代音

楽の父」と呼ばれる。あらゆる素材はバッ

ハによって完全に「火が通った」状態にな

り、彼はそれを縦横に用いるから、完全な

北ドイツ風のスタイルで書かれたオルガン

作品と言えるものは多くはない。このトッ

カータとフーガと、もう一曲、BWV566「ト

ッカータとフーガ　ホ長調」が挙げられる。

「ミレミー」から始まるトッカータ、続くフー

ガ、そしてフーガが中断して現れる最終部

分のトッカータという構成、強烈な不協和

音、大胆な中断、口跡の良いレチタティー

ヴォ部分など、まさに北ドイツ的である。

最初の「ミレミー～」のフレーズは、1オクタ

ーヴずつ下がりながら3回繰り返され、つ

まり曲は始まりからいきなり3オクターヴ

という鍵盤の右はじから左はじへ、一気

に降りてくる。駆け下りてきたエネルギー

は、ペダル低音二の音が受け止め、その上

に減七の強烈な和音から主和音への移

行と、なんとも劇的な導入部である。レチ

タティーヴォのような駆け回る単旋律を挟

みつつ、下降する音型のエコー部分を経

て、再び大きな不協和音の分散和音が今

度は駆け上がり、最後のカデンツを迎え

る。なんとも派手な、バッハらしい緻密さ

を欠いた、というか芸の少ない、単純なト

ッカータである。続くフーガは、その主題

の音型がヴァイオリン的であることから原

曲はヴァイオリン用だったのではという推

測が存在する。たしかに、ヴァイオリンソナ

タBWV1001のフーガの冒頭によく似て

いる。ブクステフーデのBuxWV140のフー

ガ、あるいはケルルの二長調のフーガの

主題も同様の音型を持つ。弦楽器的な音

型を取り入れることは、当時の鍵盤作品

においてめずらしいことではなく、多くの

作曲家の作品に散見される。軽快に始ま

ったフーガだが、延 と々続くエコー部分も

含め、対位法の作品としての精度は高くな

い。このあたりも偽作と言われる大きな理

由である。フーガは中断し、自由な単旋律

と大きな和音で構成されたトッカータ部

分が登場し、ドラマティックに曲を閉じる。

演奏時間は約9分。作曲技巧的、音楽内容

的に特筆すべき素晴らしさ、とは弾く側の

みならず聴く側も感じないだろうけれど、

大見えを切るが如き思いきりの良い「のり

の良い」派手さと、それがオルガンという、

どちらかというと厳粛な響きの中で行わ

れることの「こっ恥ずかしさ」がパロディに

なって発散されているような気がしないで

もない。「憎めない奴」なのである。
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「オルガン名曲ガイド」
①J.S.バッハ作曲：トッカータとフーガ ニ短調 BWV565

松居直美
Naomi Matsui

オルガニスト／ミューズ音楽アドバイザー

1010
写真撮影／谷 亮（1・6）、池田敏明（2・12・17）、塩野入好文（3）、津田資雄（4・15）、中村 仁（5・11・16・18）、西田憲正（7・10）、村田ひろこ（8・14）、松　 満（9）、西山元博（19）

イッセー尾形のこれからの生活
2010 IN 所沢18

2010年2月12日（金）マーキーホール
開場18時　開演19時
出演／イッセー尾形
演出／森田雄三
●最初から最後まで笑いっぱなしの楽しい時間でした。
一人芝居の素晴しい演技に感動しました。（所沢市・
女性）

●初めてイッセーさんを生で観られて嬉しかったです。楽
しく、大笑いしました。（川越市・女性）

●とにかく素晴しい研究・人間観察に脱帽です！最高に楽
しかったです。（所沢市・女性）

所沢市生涯学習推進事業
江崎浩司の華麗なる
リコーダーワールド
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2010年1月30日（土）山口公民館ホール
開場13時20分　開演14時
出演／リコーダー：江崎浩司

ピアノ：長久真実子
曲目／オンブラ・マイ・フ、いとしい人よ ほか
●リコーダーの音色がこんなにステキだとは
思いませんでした。（所沢市・女性）

●音がとてもきれいだった。（所沢市・小学生）

“お昼どき”
パイプオルガン500円コンサート
～チョコっと早いヴァレンタイン～
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2010年2月6日（土）アークホール
①開場11時　開演11時30分
②開場14時　開演14時30分
出演／オルガン：川越聡子（ミューズホールオルガニスト）
①曲目／東京ディズニーランド

エレクトリカルパレード・ドリームライツほか
②曲目／シューマン：バッハの名による6つのフーガより

第1番op.60-1 ほか
●オルガンがこれほど多彩な音色を持っていることに驚き
ました。素敵でした。（所沢市・主婦）

●演奏もよかったし、曲の解説や演出もあって楽しめた。
（北区・会社員）
●初めてパイプオルガンの音色を聴いたが、壮大で心に
響く音色だった。（川越市・女性）

所沢市生涯学習推進事業
番外・所沢寄席
「新所沢亭」

19
2010年2月21（日）新所沢公民館大講堂
開場13時20分　開演14時
出演／春雨や雷蔵、三遊亭小円歌、春雨や風子
●近くの公民館で楽しいひとときを過ごせました。
（所沢市・自営業）
●声もよくとおっており、楽しく聞かせていただい
た。三味線も良かった。（所沢市・主婦）

BACH×4
～J.S.バッハと出逢う至福の午後～
無伴奏ヴァイオリン・ソナタ＆
パルティータ
樫本大進／ヴァイオリン
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2010年2月11日（木・祝）マーキーホール
開場14時30分　開演15時
曲目／無伴奏ソナタ第2番

無伴奏パルティータ第2番&第3番
●若々しく、明るい音色を楽しませていただ
きました。（東久留米市・女性）

●期待以上の素晴しい演奏で、遠くから来た
かいがありました。（川崎市・会社員）

●初めて無伴奏のコンサートを聴きましたが、
最高でした。（清瀬市・女性）

﨑






